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喜g ~言。パプアニ J ーギニアの 1)日三ューブ J) チンで係1)ーした Jl:長引材について各滋加工品の製j会に

悶する試験を iJ なっナ二刊 行ねの製法Jについてはデ予約;手 iえ数 600 kg/m3 未満の 13 税特を{共試し， tji 

やfj !Þ:1J色 '''i O) 切I'l U 治!:と ijL!引 ift 似の位ノ時I I\ J い干犯tt'i:，)刊による JjLjR j主主i の」込奇心どを捌
ベ犬。との 11 1 て:ll\似のけ lまだち，あるいは恥燥によるれいのややJ討しいものがそれぞれ 2-3樹磁認

められたほか， Jt :i'li 防弐心〕均しいものが数樹利[f企 If:\~ 才した。パーティグノレボードの説法については容

約守口止数 (;00 kg/m3 をとえるものち合めて 15 十し，極端，=1ちif干の商いものと低いものおよび

出~("í 刊の川数砂川，n で丸五，1，:ないし製品'[/[1Iil1の低下がみられた。本!í'" メントプ円ックにおけるセ

メン卜{r主化苅こつ 1" '11どは供試の「ぺてがそのた険1'[ そがし生~HU[j クラ 7 トパノレプの製if は

11悩こn丸、で1J い，以ヰ十[， n[J fj!I''[t!., ?rKhなどを検討したが特に間庭となる樹存fi はあらおれ

なか勺た。炭試験では， 仁村会乾i七況が 0.58 以上。) 4 枯J H1から授賞木氏が何られた。
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第 8 報l乙続いて， 1976 年 9 刀ノfプアニューギニアの西ニューブリ子ンで採集した広葉樹付についての

単板，合板，ボード怒1，パJレアのおよび木炭の製冶l亡関する試験結果を報告する。供試船種は試験項目によ

って恭子異なり 97!??板関係、では 13+'札 パーティクノレボード関係では 15 稀， その他の項目では 11 釈をと

りあげたコなおボー F獄のうちハードボードに関する試験は装置の都合 i 実施が遅れているので，本報lと

は集録しなかった。

供試1:1の採集経過少丸太の形状，各試験項目への配付ちては第 6 報 lごしるしたとおりであるの

1.合板製造

1. 1 単板切誇IJ 性

木下叙手;日ω. 大平裕(2)

西ニューブワテン序:材 13 樹荷iについて2 小型のロータリーレースでj字さ lmm の市板切削を行ない，

単板品質(裏割れの深さ，Uûあらさ，けばだちの程度〕および基践的な材 11値として求めた生j;;j状態での

ブリネ Jレかたさ，横曲げ試験によるヤング係数，曲げ強さを参考にして，供試樹程の単板切削に士、Iする

適性を検討した。

(1)実験方法

単板はfJ\型の口ータ 1) ーレ{スで切削し， その厚さは lrnm としたの単板切 l~IJ における切 }JIJ条件， お

よび単板品質としての裏割れ率?百あらさ e 供試樹沼;の基礎的な材質債として:求めたブリネノレかたさ，出

げ試験によるヤング係数，的げ強さ守予の測定方法は白íj報1) Iと示した巡りである。

(1)実験結果

単板品質を検討するために求めた袋割れ来p 国あらさおよび肉眼による観察 lこもとづいて判定したけば

だちの程度等の結果をすable 1 に示す。また，全乾比~，フリネ Jレかたさ，横山1げ試験によるヤング係

数，出げ強さの値を Table 2 に示ずの

今聞の実験では l 樹極あたり 1 j判体の原木しか収| げておらず，同一樹積における単板切門Ij性の{同体却

の松迭は検討できない。ただ白íJlllj実験をhーな勺た倒種のうちスポンジアス，カメドレおよびセルチスと同

一属 ICJ冒するハードセノレチスの 3 樹極[て「いては今問も実験在行なっている。スポンジアスについてみる

と，前回収り|げた原木ば単板切当l]において繊維の切断が非常に恐く，月三*反を私j ることができなかった σ

しかし， 今回の原水の12つけばだちの先生はかなり大きいが.，L~;iì1*li切再IJ は可能であったの向原木の

材質を比較すると， 比重はほぼ向程度であるが， ブリネルかたさは今回の方がやや低く， llìjげヤング係

数， ~il げ強さ手の僚は逆lと I ~-11 くなっている。特に紅日E互に荷重を1mえた時の 1l!1はかなり高くあらわれてい

る。カメレレは前lり13 似体取 u九そのうち 1 il81体は単桜が非常に切断さがJ易く， tJJ 月iH乏の単板のリーリ

ングffきに支障があると考えられたが， 今l何川両司I阿耳取'Z J…j上i

かつたO 前|阿同百司]収!とニけ府γ7たこ 3 悩(体本のうちヲ 市民絞の切断が1:.じ易い ß~木は， 比重， かたさ p ヤング係数等の値が

他の 2 原木Jと比較してやや低くあらわれておりヲ今l引のJ京 1こと tlíllfl] の 3 原水のうちで単似切断がLI'. じやす

い原木とを比較すると上七項しかたさは|司程度であるが，曲げヤング係数， ffll げ強さは今|自の方がI吉jL 、値を

(1) (2) 木材部
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Table 2. 供試樹種のブリネルかたさ(生材)，拍げヤング係数， t治げ強さ(生材，横曲げ)

Brinell hardness (green) , YOUNG'S modulus and modulus of rupture (gr巴en， bending perpendicular to grain) 

i 二 7" 1)μーヵ示 (k仰m2) ヤング係数 (1伊 kg/cm2) 日而云 (kg/cm2)
lHJ| 比重明 Brin心ardne:日空- |一川、 mod山 ; 円竺f rup竺

Log iSpec凬ic gravîty: 板目別 I 板目 l而*l - 板日記* ! 
num四的) 1 Ta叩n似 |RJLtur-2CE i T叫mtialjREM巳JiC巴 Tang出ねlj
ber surface H~~W" ，，'~， 'U~~ 1 surface H~~.'~" 0~"~~~ surface 

2山自 32 0 トO. 34: 0.45 o. 3ト O. 54 11.43 O. 34~口日i 3.113 2.4い叫尋問 3. 84~L. 321 41. 6 36 日7. 511.5 18. 9.'~ 日 7

乱射 O. 62.~1. 56 4. 思 1 3. 64...4. 581 8 自由 7ヲ~8. 361 57.1 53. ヲ~.63. 3:1112. 5 

O. 79 o. 7…01 5. 114 4. 59~~3. 9. 17 日… 65.5 61 日l イ12 1. a 116. O'~ 126. 4 

1. 111 o. 90. ~ .田 6. 事4， 6.56. 7 2.8 11. 7~， 1 J. 9 馳 7 81. 1..~96. 111 特.霊 136島三~'-， 154 昭 1

自 .92 O. 64~ 1. 321 4.86 3. 98.~5. 801 1.53 7. 15~.8. 05) 11 圃 1 59. 5~83. 5 98.5 

6. 盟 8 6. 59~7. 13.1 己 5. 9~，80. 

1
H
E
 

十正 呂 !雨水
Radial surfac巴

f.1): 

Species 

十
ふ
〆
対
民
閣
時
縮
空
流

u
f問ザ

ヲ 7.0ハソ 106. 。

88.Sへ 107.7

89. 7"~103. 5 01. 11 

日 7"'-J 7 l, 1 節目 B
市
首N
由
明
必

告 11.5 193. 1~.212. 0 

83.6169. 己八.193.2

64.3 5事.8

57.1.~ 63.6 60.4 

30.7 119.J~.137.3 

93. 1~10 1. 5 97. 5 

4.15 4. 3!~5. 時.純 O. 70~0. 

5.12 4. ï9.~5. 351 38.8 33. ヲ， .39.

15. 3~16. 1, 97.!l 74 回 4'--V}6. 25 5. . 6615. 6 

8. 7己八 :3 0I13 3 12 ト14.1

2.111 L 91~，2. 271 4.10 3. 56~4. 93! 2自 o 11 2~ ， 7 ，.~3? 

2. 91 2. ，\8引い 28 40 :S 8~éi. 51 , 31.4山…4 31引l.~ト，~
富6.15 5.83.へ~， 8. 48 宮且.11 9. 28.~ 10. : 書引1. 1 85.0. ，.ぺ1 

1. 量 7 1. 66,,2. !L 55 0.44へ~O.

1. 48 1. 2CJ，，~ 2. 

11.2 1.83 0.?6~2 

自. 43 O. 34~，0 

1. 11 o. 70.,,1. 

1.24 1. OO'~ l. 

1. 35 1.06'ji. 

1. 180.60.~ 1. 

居容 1 O. 76~. ム

11.680.6之F 、， 0.

. 28...3, 2. H� 

2. 25 O. 80~3. 

11. 61 O. 52 ，~0. 

官.4書 O. 46" , 0. 

D.62 0.59へ O.

三郎 I 0 悶 O. 66'~0. 7 

211 1 昔 .470.44へ-0.

叶程 38 0.33"-----0 

213 11.38 コ 34.~0

203 

20り

スポンジアス
Spondias dulcis 
スロアネア
Sloanea 
ピメロ

210 島.64 C.60...0. 

216 は臨喜 O.S6へ-0.

21 � !l.36 0.3 <1"，0 白

む日 i 騒 33 O. 21~C 

ランラン
Burckella macrolうoda
ホワイトシリス
Aila河thus i持tegrifolia
ステノレクリア
Sterculia ρarki持sonu
ハードセ Jレチス
Celtis l; 

メ

1), 55 O. 36~. 1. CO 日 .45 0 ‘ JO~O. 

3.41 2. 86~4. i l' 8.0量 7. 87~8 

?り ょ七tf[，かださ， fJ↓i げ試験片は各樹被当り 8 -lOlfOJ 
ぉ荷玄 ')f11

Number of specimens for specific gravity, hardness , bend口19 was 8-10 for eaむh species. 
* Surface loaded. 

L 01 O. 56,.-,1. . 45 1. 08" '. 自 .61 o. 己 3.~.O.219 

Note) 
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ケくしている。 5I: t二， níJω3 お11本ω 及川ld、が 60 J705がと JI 川に、 fll~j:を示したのによ、11 ノ 3 今 [Il[ ブこ!波そ

fj なったlJ;i水では 35% とかなり低く， 切口1] 1111 も比{引戸j 、|勺j'}である。 lìíj['1l良 H1、たセノレチス 1 ["J....同であ

ど)ハードセノレチスのよg{，;， Jじかにさ.\ング係紋， 1 'i'， 1ナJdi :5 ~S~j lÌ(j[i'[ のセノν子スより 1~-- r' J し寸[I_~L~壬示して

いる jJi ， 五刈i いやは[，，]沿l!~工 Iゐ 1) , セ fレチスにみら ;11 たけばだちのーすと土， ハ 1、七/レ 7 ス_.)し、ては

ら;.I l か ) tこ

ノλ1'[日[)ご験を h な出杭())ヰlfJj 切別汁は七"'ど 1I ゴにみて良好であヲたが，平松切j'j!]Iこ|捺してのfJt"U!H輔の

状を;火!こ簡単に述べ

スンジ Y 二7， (202) , ;f; ')イしシ 1) ス (21n j L5〆， 十うら 判定人た IIIJ あ

ら!よ 11 12J1あゴ、りくないがp ij lまだちのす色が~n苫 L ぬと I ，J1J 材JH(ζ共通し ζ fJjI/↑、 J，lá j'1郊に

おけ芯けばよこじはAさく山いが， 11心 ~~-Ij ~こはノ3 につnてノL さ fよけ iまだち VJ先がみられるし

メL1デンド n ン (205)ヲバラルト刀ノレノス (13) tjJ 自 Ilt よ Jf 治 lこ 7ギ誌であり， 切 )JII [f;iのあらさも低い

1出をノ 1'\ しているが，けばだら心らノTl ，己 j スポンジ f ス，ホリイト γ') スと ['ûHi ， 1，ftノ十とお

いては:アばろのない似がi日られるが，本 '[JJL' 出 lとが:~jlJ:するにつれてけはど fh が 11必めら11，る。 1こだ?

。)私I皮しL ノけどンシアス 2 小りイ i 、/"1) ス十A絞し亡や収微である。

スロアネア (203) ，イ T リ p ハ v ウット (215入ランプン (216) ， ヘ ド k ノシチス (219) i長引rJ;! L一本

はいず;!'L も 50% 以 |ω(以をぶしてし、るが司 IÎIíあらさはイエローハードウット、の t{J.t&:裂ぱ11 で約 141' とやや

li-lj い!出不ノ〆ず以外:式会 Jij1l' I{j ，;こ 10F 以ドとおりム計t;ìJ手以そ1\1ると日がでさる ο なお3 ペエ τ1 ハ， ドウ

ランプンの 2 h'HH で噂'íí 阪の的fI七がかなりえさく，ハ~ドセルチスでもその桓度はI.ci己 2 樹附より

ほいがp rι1 [iは;伊勾旬幻j引l山l日出tl すと〉ト何似ìilドIi以ふ5与トらオれL るり

;}J ンゾス (206入ノぐシソ 7 ックバイノ'/1. (211) , タイソックス (212)，ステルケワア (218入力メレレ

(212) 汲 l 十くは 40クο 前後 lご~"， 11'，:jl 寸iÒ.在小!ーがし、ずれのが;憾でも切加は容易であるったカンジス

、し、もあり，ノトハ iÚ]I'こ土;し工予 ~'l' '~/ !/く1.，ìζ くく民(本のチ γ ツ←十一ングH寺 lこ注

ぷを~ヲ ζ)J '>ジス，パシブ/、!アバイ /')V ， タイゾヴケヌ Cí) 3 七Hl{iの J劫合， :yíjtfcOJ イヱ口和匂パ 4 ト、ウ

ッド3 ランランの 2 位JHUこにベ~C ?;~Jfl主のもまHEい Jうらやや白山した rl\収がりられる。しかしp そのむEZ

は tt1阪を J1則改う際 lこ支 lり(立与じないもの{二二与えられる。

1.2 単板乾燥性

久円1 lf:l H'li (1) 

ひ版本Ij Hj必;すを，'J< ，y'，訂正喰ゴ1) としと) J:t� 阪の乾燥ずl について怜討した o ことでは乾燥時間のよ七絞lζ

一也点そをむき )ζJ[yJilい~i および11 いりめ!度について検討ご。

( 1 )、検丘、

1) iJ l、試 fv

íJ与 fバ十、 l よ Tab]e :3 !三ノJ' 、r 1:3 利 l とある c ,;)\f, (})J;Ol:zJJítはすべて前 Hil) と i司様で， 形j犬は1'1ーさ市ゾ 1

111m (送，;)さ 1.02 mm)宅大きさ :30X3() cm である。

2) 党rfcÞ)J híJく

実験)JL!;および川はオベてiì'fIlF) こ )"i 日以?と芳 ヒドタ F ユLの~.主おそ灯]い，単1疫を金わく 1こ

入れ送;正UJIÎ'j と、ド行 lとつりドげて1

11! ノト 十)J
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Table 3. tV :ffi の乾燥

Drying time and 

松! 干主

上七
Speci五c

初期?l;-;j'(;;ネ

Species 

(デク)

スポンジアス 134 

132~136 

カン

Garcinia latissima 

ノ f シフィックメイブP}レ

Amooγ且 cucullaiα

ダイゾックス

Parartocαγ抑s ve悦問。S也君

イエローハードウッド

Neonauclea maluensis 

ラソラソ

Buγckぞ，17a macγopoda 

ホワイトジリス

Ailanthus integrijolia 

ステ lν クリア

Ste:γculia 争aγhi抗50mz

ハートセルチス

Celtis luzo百ica

0. 91 

カメレレ
つ
ム

ハ
ノω

つ
ん

I '. 06~. 1. 09 O.ω~口目 ω . O. 9 :5r~0. 98 81~.8;2 

1.06 Q.4自 1:1. 14 112 

Eucaly戸tus deglulうta し 04八-'.07 40〆 40 0町?.J，~， /O. 11 J. へ 114

dJ *1 初期合水平から合ノJ元本10% までの l足J長時 li.\J
*2 n手さ1. 0mm の ljJ坂を初期~~j]\キから 10% まで吃燥する|年

*3 J事さl. Omm の単収を合水4" 60% から 10% まで乾燥する :1 与I!'，J
試料寸法: 30 x 30 cm , )&J!i:条件:乾球目!史 140'C ， l日球皮 580 C，風速1.6 m/sec，丈半!数 :4
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時間ョ J収縮率

shrinkage of veneer 

主主主手板合水量

Water content 

ιm3) 

乾燥辿皮(乾燥初期)
Dryinεr呂tc

(I niti旦 1 stag己)

(9σ!min) 

乾燥:

ìJilJ jζ {:I(*l 
Measured 

(min) 

Drying 

55へ~，5. ? 

3. 事

3.9"-"'1. 

3.5 

3. 6 

n 門
1 ,:1) 

9~~.J. 1 

3.2 

lr",-, J. t� 

ょ|又 科目
(I!I&\方|札
Shrinkage 

(T旦ng. ， green 
to oven dry) 

(96) 

5. 1 

6. 8 

6.8へ，7.0

2.7 a.7 

5. 語 5. 3 7. 5 

8'"'， ~6. i 5 司 2'"''''''''0. /1 3. 6へ<l. 9 7. :3~J7. '! 

4.4 

4 ‘ 1 伊..4.6 7'~).. 3 3. 8~ 4.0 1 7. 4~.7. 5 

3. 8 3. 5 

IJ 目 JJ~O目 3~í () /，-，_，巳! :3 , 3 ,' J.j 

自.4B 26 5.2 

0.47，..0 巳 50

自.43

.13--'.-,0 , 44 

0. 39 

O. J8 ヘ.:)町コつ ノ J. 7 4. 之、〆 1. ~) 

Notes) キ 1 Drying time or MC reduction from initial to 1096旬

*2 Drying time of 1.0mm thick veneer for MC reduction from initial to 10%. 

*3 Drying time of 1.0 mm thick veneer for MC rednction from 60% to 10%. 

8.3~呂.~

Size of specimen : 30 x 30 cm , drying condition : D. B. T.140oC, W. B. T. 58 0 C, A. V. 1.6m/sec , number of 
spec匇en : ,1. 
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Table 4. 与í. f& の性質(!lÍj報相i遺〉

Properti巴S of ven巴er (supplem巴nt)

比 ~ff (生)
制限 Specific gravity 

5p巴CIESin gree11 (必/cIn3)

D. B3 o. 80~.<O. 84 !L 52 o. SO~O. 日

2 0. 閥 O. 73~O. 16 0.50 O. 48~.以 50

:3 O. 舵 O. 8:?~..O. 83 自 .35 O. 35~O. 36 

4 1.自自 L OO~jl. o;~ 0.54 0.53ハ~O. 54 

自.68 0.66...0.69 0.33 0.32ヘ.0.3 1，

6 0.76 O. 78 0.38 o. へ 0.38

11 ! 0.1日 O. 69へ <0 宅 71 0.31 O.31~0回以

。 九内リ 4 マ 8 自 .53 O. 51.~.O. 55 0.2自 O. ~21~， O. 
cto骨leι 聖?S SU純生血ιγ且抗品

ワンドン 1).1量 (1. ï5~~O. 80 11. 34 O. 31 ，，~O. 37 

11 日 .62 cλ6 ' ~.O. 63 0.26 O. L，)r~O. 

]之 島.量産 O. 66~.O. 67 日司 38 O. 37へ<0.38

14 1.関口圃 9ï~. しり 1 O. 特 'J. 吋~，O. 47 

b O. 71 66.~O. γ三 段ヰ.. 0刷 40へ 4G

16 11. 自由 O. 16"j口圃 82 (!ι54 0 園 52r，， 0 ， \コ 5

i? 0.74 o. nへ 78 O. 35 ~33-ノワ. :37 

[8 0.7島 0. 7:)八仏 7i O. 33 31 、 34

i 9 0.72 O. 11 へ 73 0.29 0曲三らへ 0.30

政事3 91 ヘノ% !lヰ7 o. ~ 6 ，"---{)噌 4 ヲ

21 露骨収 0.91.-----,0.93 白 54. O. 54~<J. 55 
， U，~ しuuunιυu

L'~'，"， Å: .rボ 11 ジア :u 11.7 量 O. /7へ'0.81 11.48 O. ~5~..0. 49 
l'..1Joaz弘 eueγyana

ウ h ン O. 82 O. 80 ~O. 83 11. 32 o. 30.~O. 34 
lうmnaιu

11 24 L 容器 0.93へ.0.97 0.38 0.35ぺ<0.39

I1 25 0.80 O. 78~O. 82 0.311 O. 29'~， O. 3[ 

ウン 広島s O. 8:j~.. C)告 87 O. 38 O. J7~ ノ 38
日p.

ュ ウ品 L、 号.65 O. 62rvrJ, 67 (t 33 O. ](}-'-'O , JS 
明記γythrosþermum

ツD。Fnラ^，.ンチ，，~コ ラ 4ペ 3 Il. 82 O. ﾟ l ', 0. 83 11. 48 47.-..(). 48 
rtancnonetta 

ン Jてロイ Aヲ 0.76 0.75へ .0 齢 78 む.4 自 O. 4!，，~〆 O. ;50 
ヲcy隅hi誌11も heccarii

FセJ jレ 、 .30 官凶自 8 O. 9:jcα0.41 CJ. 1Ac~O. -19 
山ttlS kaJcwsku 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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吋U

>寸i
ム!ニ jア判(i)JJII 1二的(お 9 版) (ネ手11m が1 FEMljt:J1E) ノ十yつ jアニコ

ある。

J上i阪の1弘、はゆ

以駁枯れ( 2) 

乙 ri;K II,'J I:U 

それぞれの中般についてたノトネ以少，11ドを

tGtl) ~0.17 十 1056Wc (R ~09L， 5) 

log numbγ 

1 戸" 30 
202 ~ 222 

日

u 
::;: 
O 

F 
o 
口九 61一

仁
和-

c E 

'" を迂 5
01 

g r'" 
、ζ 叶， 41

hｭ
P 鉱 3
>. 

o 

そ ω1山県いて乾燥述皮〆E1記似JTr1主 I I，\'!U;LJえb

を件j秘ど正 によじ'j(，初j羽「ヤァk〆ずなどと j七

ま fニノ'i' ll'i 刻たに /11>1 比時;T日bk 日(こノf~ !_;;'ト υ

と，ゴ :lド't& 合 4t ヰ羽毛t)J日えたが， (JíJ判分 lこっ

ど: O)t主か}て;!γどは， jJI_j 1; ご Tλbl日 I三礼 -.:1 ノ f、.，

乾払度())功、は乾燥 r0J}l!1ω 恒ヰ~i'ljtエ j <JU交およ

ぺ主ずじ{糸 1立のみをげたノ 1立J長II!i i!'， i ト二 v コいては，

1 (1 1 ーがりか収不 1096 まのけi史的f:!!?

和Jiり 1fl1t1lの H)J{~ ~こ ij~計上した付， Jiîdl'r li' J (A) , 

2 
ょが 6096' のi見 f?にしf二乾)ijG ll!f:::l (B) 任
今、?

ノJ". し ο

0.7 完封によ;illJ 乾燥1I寺 1: '，]と i七必や初J jG~J -:_~ /J( 
含 )1に霊(日/仁m] ; 

Water content 

む 1ヌ 1 ，(;;-/j'(lt と位脱日制i! と ω 関{，{;

Relation betw巴日 n dr:ying-tirnc a九d

water contcnt 

"ケノ」

が，新たに j店 ]J[\ した j:llLfi又-0;-71<誌と ω相関はか

1ぽカ hI, ;ji;jiかなのよ説中!I [lU li l�i[111 〉ゃなど

なく，阪の怜J限時111J を )-:i I る l で ，]í 'J佐江 lkl

t(日 )=0.61 +L,62ro (R=0927) 

ととがオ)か、た。ことっし円二ばiÌÍJr'" 

u 
L 
_!3' ~一、
c C 

o 一戸と
o ，~ 
-•( 

回
^、、­
~ご斗」
o 
ζ〉

<1コ
r~ 

� ffi 2 
、... 
ilJ !l~再
ε つべ

LぷlRiJ! 1

Fi宗 l にその粘!仁会 /J~ した心び') Jトぞ含れ?

ι七 rZ卜られた[i!l!il)ム〔は次のとねりである ω

t ， A\ ニ 0.17十 10. 56Wc 

(Ro�.945) --.・".・.... ...・( 1 ) 

ただし?

i (A) 位以l向山J (A) , min 

可[似か/Jく一民4:， 符 /Cln3Lれ:

松燃料JJUJ の ~j:S 't~~.;.日立じよ乙てさ Jl<:~、問弁ノ -/p. ら

J._iJ のが以iÍ引\Jけのはいずれもよ七ポlO;tノコ土

0.4 0.5 
令乾 tヒ蓬

5pecific gravity in 

Fi広 2 _r~ft ，政 li!jlí\J と叱圧と心 )1*11糸

Relιtion bctwccn Ûl乃 ing ti.me 旦nd

specific gra vi ty ・

孫汚 l土原水系日口〕ド 2 村Jを刀、す
The hundredth digit of each log number 
is omitted. 

0.7 0.6 

ro 
OV骨n dry 

0.3 

iìl l リ IJ 乾飢えI!}j;I i1ìl に戸) C 、

また古íii花

千日潟|羽 i系そ小したが司

てのみ Fi丸 2 にその政子を /Jえした

のう〉も:'~ ~:h て， 初出J (~/J(本と lわEを交をたとした

:コ乙、J:i

，..".，・.." ( 2 ) 

fc .tu 二. -2. 49+0. 0348ιh十 7. 17ro 

主 111[ :hil- j~ぞ"とめたれiiJ誌は次{こ語、「と

(R=二 0.929)

ブ.;,) 
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しだた

Uα 初完j 合JJ<~丸形

YO 全乾比可:

以仁のようこ，単板乾燥ßiJ I ，'U (立止市板子!;- ;J<:量のみからも，また初J )þJ汗水ギと比1ft:の組み合わせからもほ

との中!とも樹慌によっては予測結果がずれるものも介まれている。 ζ のようぼ予測することができるが，

しいてあげればカンジス (20めである。前報分;;;:.合めて推定乾燥吟i間な樹艇は今!日lは比較的少ないが，

その土大きなもと 'H測乾燥時間を上七校してみると，とL11i似イ'\Aく主まから推定した(1)式による場合[土，

カンダイゾッグス (14) が 0，'1分，アンチアリス (15) が 0 ， 8 分，のでウォ…ターガ、ム (20) が 0.8 分，

いずれも予測結果がかなり良好であることがわかる。初期合7k~\ と上七ジス (206) が 0 ， 6 分程皮でおり，

(1)式Jこ比べそれほど大きなちがいはないが樹陸によっては推定認を京にした( 2) 式による場合は，

誤差が大きくなるものがある。

干記長による I以針i2) 

Fig , 3 はこれらと比 if\ との関係を示Talコle 3 (こ供~~\単絞の悩方向(後綜J]IGJ) の全収納率を示した。

したものである。令状締本(的〉を全乾比草 (YO) で除し/こ llrL (出t/ro) ばカメレレ (222) が 20 以上でや

や大きいがs その仙の制服は今まで測定された多くの ltî洋科とほぼ似かよった値を示している。

乾燥による j1い

乾燥時潤を測定したものと I~J Jìl、の単板 (30X30cm) を，金網式トライヤーで合/J(~宇 596 以れと乾燥

い 50 枚渋み市ねた丹、?の I!f-，'J さを.'lf!H'll;:j および負荷(司令 10 gJcm2) 昨について測定し， Table 5 に示した。

乾燥による狂いを一定の某準2)なもの lごついて Photo目 i の写rrで示した。ま

lこ;乱づいて比絞してみるとヲ狂いの大きなものとしてどメロデンドロン (205) ，パラルトカノレソ。ス (213) ，

ノ々シフィックメイプル (211) ，イエローハ…ド

やや狂いの大きなウァド (215) があげられ，

ものとしてスポンジ f ス (202) ，ハードセノレチ

11 1程良:のものにはカス (219) があげられる。

ホワイトシリランラン (216) ，ンジス (206) , 

ステルク 1) ア (218) がある。その他ス (217)，

の品川市;はいすれも 11 し、の程度は小さいが，全般

(1リ:こ凡で/「凶採取されたものの III(こは;弘、のλ

きなものが多くてすまれているようである。

以 l二の結果から，供試した 13 fM袷の r[i.板の

乾燥引について'.z;;約す芯と次のようになる。

ノ f ラノレトカノレゾス (213) は初j組合/]<，ドa) 
0 ,7 

がきわめて向く，乾燥に要する 11判\jが長い。ま

だれ:いも ;!I'';;~:こ大きく予合阪への利用上問題の

ある枝H長であるり

イエローハードウ y ド (215) ば初期イT

ぇj( i容はほいが乾燥時|出がやや長く， J土いは大き

b) 

dry 

Fig. :5 全収納打率と l七i[(との関係

iミclatbn betw巳巴n shrink託ge from gr巴en

to ov巴n dry and specif� gravity. 
干存ワ「は目立iァド;若干なのド 2 桁を方、す
The hundredth digit of each log numb回
目 omitted ，

C 
(lJ 
〉今、
o ;~ 

o 
+-

~ 6 6 
由

0， 1長ト

E 怒 4
L 

、ゆ-t><
ミ

(lJ 

g~H 
三ζ

c 
」

Z 
(j) 

2 

0.6 

n
 

晶
、V

 

門
U

5

嘉
門

:

b

 

」
l」

k
r

レ

0.3 
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書自 り臼(，

白書 ιι 

5, U ノ‘ I 'j 自， 7 勺 ---'-/l
メ-)ント日ン

P作nelo品'cndγO?l a時抗祁

カ ス Garcinia lα 

ノ\ミノ j ( 'j :�' / ベ j")/ 托仁ullatα

T ベ、、 J)ヲsl!xy!U胤山eno!dianurn

ノずブ )1ノトカノ ，""J j、
J_)aγγtm之 v巴礼包"Jl O乳

11 自!三 1

1 1'; , 

告個 4 リノ. ¥ 1 .メ

i 自， E 1 

イエローハー .'γ ット、 1¥feonauclca ;> I~， 13.3 11 巴

ゾ ン Burclæ!ia ι rOþ'oda

，七三}ペ l、シ 1) コぇ liiLanlhus -integrifolia 

ヌ、 子 }ン h 刊 )'ザ仁社 jJαγlú汎 ，，'onl1

ノ\← ド七)t.- ;-^ Ccltis luε onj正広

71 -, 
〆

〆

、ノ νE札ι ドtus deg!uþlι 

A" 9.6 8 ， 1υ1 ， 0 

10.5 l'ンc)

シ l 己 10 ， 6 1 

11-2 

8, 

高日 γ 

9 ， 8 リ

7.1 

ì よ" iJ 

事 1

3 9ヘ?

7.5 γ ， C 

7 雪 /盟ノ<"-' ム

4 ム(~， , 

じ ιl 〆

スロアネ γ(203)

S!Oflneαsp司

ピメロデンドロン (205)

Pinu:!odぞndγon amboinicum 

ノぐシアィッグメイプノン (211)

Amoora sp 

ノぞラルトカ Jレプス (213)

Paraγtocaγþus 担割時抗(}SUS

ヲンヲン (216)

Buγckella sp ・

Photo , 1 'j:恨のし、〔J〆卜 iïO

ホワイトシワス (217)

Aila向thus inieg円foliα

\V-~tYpìll 只()[ dでicd vcnccr (~() shc日ts for C(;~.じh píI巴)ー
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v'o 

c) スロアネア (203)，ステノレクワア (218) は初期合*~やが比絞|出向く，乾燥時間がやや長い。

d) その他のmTl{1では乾燥時!?日が特 Jこ反いものは見あたらないが9 狂いが大きいか， あるいはやや大

きなものをあげるとスポンジアス (202) , ピメ百デンドロン (205) ，ノ fシフィックメイプノレ (211) ，ノ、ー

ドセノレチス (21のがある。

e) これ以外のカンジス (206)，ダイゾックス (212) ，ランラン (216) , ホワイトシリス (217入 力

メレレ (222) ではw.板乾燥に際レて特に問題となる点は見あたらない。ただしカメレレ (222) について

は収総本がかなり大きいことは注立する必更がある。

1国 3 単板接着性

lA- 沢仁志(1)・初1I 下 I正 (2)

供みえ材から切削された単仮の接話適性を検討するために， 3 1重績の ih販合板舛j tti'I'í 斉IJを使用して試験合

奴を作成し，接着)]試験を行った。

(1)試験方法

試験JJ法はがi'f:II1Jと IfMふごあるが， '4:J.似の使用 11!jにおける介JJ<'卒、{ま 8 ~11%，平均 9.376 であった。な

お， j主若井1]液の↑'1:1"1は Table 6 \こ示す。

( 2) 試験結果

接持力試験の結果を Table 7 および 8 に /J~ ず。また， 可i仮の全乾比i8:と接:i'f)) のIlkl i系を Fig. 4r~6 

Tahl巴 6. 各桜中;斉Ij 1，品:配合およびその 'H'.lí

Formulation and property of glues 

f主 手守 剤

~iiL {¥ '5け Mixi時間山同州 |蛸剤淡の日
Property of 
mixed glue 

Gluc 

17 0.0 

�) *1 一万二東){化学(株)ユー口イド PL-251
は つー井東川一化学(株)ユーロイド 3"0

時 三井東!主化学(株)ユーロイド 310
叫 二三井京J{ 化学(株)ユーロイド PL-251 専jfJ充填剤

*3 ガラス電報 pH 計

*6 B Jì，吋日;花、利j L([ 計
Notes) *1 U-Loid PL-251 CMitsui-Toatsu Chemicals, Inc目).

ヰ2 U姐Loid 350 (Mitsui-Toatsu Chemicals , Incふ
キ3 U回Loid 310 (Mitsui-Toatsu Chemicals, Inc ,) 
叫 FiIler for exclusive use with lトLoid PL-251 (Mitsui-Toatsu Chemica1s , Incふ
*5 Glass electrode pH meter. 
キ6 B. F. type viscosimeter 

(1) (2) 木材干IJ JfJ 5!S
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T、\冶ι乱幼1

βBond strength test CドGλlue spread : 20 広;(30 cη111)2勺] 

tiJ! L
t
 

L
工
川M1
 

ブ τ / --JV+MJiI'd主!;Vi剤
ドhenolic resin 

メラミン・ユリア
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Table 8. 接 持 力〔接着剤液塗布景: 30 g! (30 cm)2) 

H 

Species 

スポンジアス

Spondias dulcis 

ス口アネア

Sloanea insularis 

ピメロデンド口ン

αmboinicu持1

カンジス

Garcinia latissima 

ノf シブィックメイフ。ノレ

Amoora cucullata 

ックス

aγ抗oldiαnUln

ノマラノレトカノレブ。ス
Pαγ4γtocaγ争乱S

venenosus 

イエローハードウッド

Neo叩uclea maluensis 

ランラン

Buγι:kella 骨1αιγo七oda

ホワイトシリス

Ailanthz品 integγifolia

ステ Jレク 1) ア

5teγculia 争αγkinsonù

ハードセノレチス

Celtis luzo抗 !Cα

カメレレ

Eももcaly争tus deglu争ra

レッドラワン

Shoγeα negrose托SIS

Bond strength t巴s\: (Glue spread : 30 gl (30 cm)2) 
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217 O. .31 
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36 
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験結果の内容に相違があるが， いずれも接着操作を検討する必要があるのステノレクリア (218) も接持力

防ば比較的/トさな怖を示しているがl:tJ立との相対的な関係から特!引を若ケjーの劣る樹砲とは判定しがた

し '0

全般[内な事項として， 10i ù斉IJ液検布量の桐速が段者力院に;伎吋』影響は，きR布置:を増すこ ::iこよって i長

者)JÎ直が IÎ'J 卜ーする傾向は見られるが，その影響の度介はメラミン・ユリア共新[イ'dJ;-L8nの場合，仙の 2 践活

制lご比較して大きく示されている c

また 3 践者剤を通じてランラン (216) のJ主主iソ1怖は， 比較的比亙の大きな供試付のグノレープにあっ

て似の出践の 1. 2~J 1. 8 倍の!日;ぃ他をノ'1'していることが注 VI さ 1 L るう

2. ボード額の製造不1

2. 1 パーティタルボード適性

~t~ ド I七(1)

ζ の項目ではノfーティクルボードJ忠料i亘性を調べるためにp 原料木村の比重と凶 /P，成分が小H 切削1I告の

切削加工tJーとボードの材質におよ:ます影枠について検討したハ

(1) j':!~定方 j去

1) ノ fーティク Jレボードの製jJE

;k-~免に供した試料は 15 ji1，[体(1 5 奇i) で， ~5 2 -{'世1)，治 4 出3) と同様に ， ~!/I J易投 :f:~r. のシコーーピング"7

シンおよびクラッシャによって 0.2 mmX l'~5 mm  X20 mm の表 iIT1/j\)-Jf- と 0.5mmX 5~ lO mmX20 

mm の;守 J肘小川を fr:裂した。

小J-; の~永本はJ主主7 弁11 i01'iJ i乏において友)百を 18%，付 jがiを 1096 (となる上うに ;UM~をした。しかしながら

スポンジアス (202) ，ダイゾソクス (212) は熱圧に際し多パンクを生じたため ， jぇ局ノj\)ì 合ノk之{乏を 155ぢ

!と低ドせしめた。技者削はユリア樹脂(ホーラミン ]492，不揮発分 19お)， <-~持率は友)習 11タム内層 7

9t) , I辺化芥IH土 Catalyst 376 を波右?ヰIJì支に対して 3% f-j;_)fJ した。

ホ F ミングは表層圏内層小n のさ三乾貫;日比が 1 : 2 (となるようにボIA日 1]11と手で散布しp 成板ボードの大

きさを 15 mmX35 cmX35 cm とした o [�j ~~アボード上七市ば O. 70, ~Mtilr，'，!(tは 150'C， ;f;~\)ニEII与日目立 1051 ，

昔庄は 30 kg!cm2 (;]分)， 15 kg/cm2 (:1 分)， 5 k広 icm2 (4 分〕のステソプダウン e システム止した。

1戊仮枚数は科松析とも 3 枚とした n

2) il\iJ}ζ)Jíた

;なJ]<lrtl / 1'，おとその pH の測定[士号約 :;0 g の I)~ 府 IJ\)十号 21 のフ字情氷 1]11: 2'1 i! !j !l日以演して i î な-，ハず

べてのボ一円以:、}ば， 20ú C , 6596 関係限度の空気条件にて 3 )~~I:，lJ，州以後試験 lこ供さ，)1/こ c 的:ず [!I 能， は

く南j[~61 さ， 木ねじ f米持)Jならびに 241可 I:'，î l~え JI<!'lーさ膨張率の許試験(ふ 1977 什ゴピ改正された JTS A 5908 

によって行なった。 そのうち， はく 0，lft強さと木ねじ保持力は， [11 jlS と試験ーん iVJQ'(干奥 J た犬め，市

21投入九14 峨3) の結果と|ド~Ll安L七 '!iえすることはできない判。

(2) 結果

1) 小J'rりJ Ijl] )jl] Tt] 

(1) 体戸主化学部

*1 ハードボート、迎 1'1 は:J，，!験設備の都台;:;4、報合 Jとは集似していない。

見 事i JIS によるはく総括1 さと本ねじ保持力は!日 JISωそれの大IIfiíl.5ftiであるの
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C
U
 

1
4
A
 

との実験にイヲ1用した涼料木村の比重→は記載日H為 Tablc 9 に示すように O. 37 からし 02 まで jよい紡凹

にわたって?バるが，ノH\ 切 11リ lζ際しその易におよ lます比去の影響はラ前問1l3) ほどは顕著でなかった。

しかしブスプラム (214) のように高比率材の場合は， 当然のととながらシェ ピンタマシンのナイフの

切れ味の低ドはI件かコたコそ ωほかスポンジアスが低J~ ほのため，秘維がむしられ，はあれをg‘じた以外3

似端な1LU~志村がなかったためp 切れ味l三影ず法ずるような村は少なかった。

なお切i刊に臨し，ブイアやナイブディスクの友間!と木村から浸出した成分の焼き付き現象は， 1:七絞的冷

水抽出量;の多いハ… F セ/レテス (219)，ピメロデンドロン (205) ，ガラムート (220) に見られた。

2) 樹蒋の pIlと小片の{妥着性の関係

木村の冷;J<j肉出?設の pH は一般にß5J険性であるが9 との実験ではヲダイゾックス (212)，パラノレトカル

プス (213) が pH 7 もしくはややそれ以上の他を示した (Table 9)。とれらの樹種はたまたまブソレー

ステインピ侵されているが9 そのととと pH とは， liÎj幸~Iζ も述べ、たようにlliIJ去の関係1，1認められなか

下一中
旬コ 二。

-方、三れらの討のうちダイゾックスは?品目これに際し技者不良のためパンク子生じた。これは樹 i廷のア Jレ

カリ性がユリア樹脂接着斉Ijの引じを，切らかに阻害したためと忠われる 9 パンクしないまでも，パラ Jレト

カルプスのおお山む Table 10 のffiJげ強さ，はく甘さ，阪JkJJ{さ増加I>%qと見られるように3 桜端ピ劣

悪であった。 また5f~ 2 殺のプルストニア〔比主 0.31， pH 6. のと!司じようにヲ スポンヅアスば pH 6.2 

でパンクした。 ζれは丙樹程とも比重が極端に低いため， --;1:量 rlJの小片表面積が大きくヲ布、位面積当り

の接着剤検布長7]'低下したととと歩一定将積中の小片枚数が多くなり唱熱圧に際し蒸気のとおりが惑くな

ったものと思われる。

3) ボード材質におよ;まず圧縮比の影特

前 2 報同様，本字j誌においても， 樹雪間のボード材質を[七校ずる[祭 lじ 圧縮比(ボード比重/原料比霊〉

を悲準とした。

第 4 報lとおいてはョ圧縮比とボ{ドの強度性能の日立には，放物線的関係が認められたのとれは圧縮比が

1. 9 以上に大きい極端lと低比玄材を原料とし犬場合lと，践者性の低下を生じたためであったがp 木実験の

供試材では，原料比重 0.37 のスポンジアスが長11~で， したがって店泌比も1. 86 程度であるためョとのお}

程だけが， と述じた理由によりパンクを生じた以外，圧縮比 0.68 から1. 79 の範囲で日:縮比の増加ととも

に強度性能は増大する傾向を示した (Table 10) 。

なおはく離独さは接者性認をgj~:ijとす J旨楳となるが9 はく i~æ強さが?圧縮比の引に下廻った樹積ii ， パ

ク持j殺以外lむステノレクリア (218)，ノぐ守ノレトカ jレプス， ハードセルチス (219) である η これらは，

材の自主皮，活水性などが影響しているように思われる。

24 時間Jíく演における吸水j字さ膨張本は J二述のパラ Yレトカルブ。ス，ハードセノレチスなど特異/間続を除

いて，圧縮比ω減少に伴って低ドした。

以土の材:m:試験の結果3 ユリア枯Jfili接着剤でパ ティタノ1ノボードを製造する場合，針では，グイ

ゾックス p ノf ラノレトゴ'J}レプス，ハードセ Jレチス?プスブラムの使片]はさけるべきで=あろう c
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Table 9. パーティク jレボード原料特性

Charact巴ristics of raw materials for particleboard 

小片切削性
Machinablity in 丑aking

原木番号原料比重判

llsG i-Log i 気 乾|刃傷み
n立mber1 (air dry) Dulling 

匤 kn� gral琵

ふ
山
斗
甘
料
虫
病
紳
結
語
将
来
命

斗U十十

6. 1 2.43 十

十十o 2胴 08十

7.1 1. 49 け
明H

6 , 3 2. 70 

穣

Speci巴5

樹

202 Slう0持dias dulcis ジアスンスポ

217 Ailanthus integrifolia トシ 1) スホワイ

218 Sterculia paγki.乱so:崎iiアリステ Jレタ

212 Dysoxylum ar月oldianu附スク、7、fダイ

213 Pαγaγtocατ初品型車抗患をZQsusノぞラ }lノトカ jレフ。ス

0.52 203 Slo日汎ea insul前'is• 1 
j ;干、

ーヲ

ノロス

5.3 0.21 0.55 211 A悌oora c詰cullatαノ f シブィックメイア勺レ

W校
日
甲
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中

6. 6 2, 82 十-1-0.5ヲ219 Celtis luzo札!caハ-セ Jレチス

己目 22.40 0.66 215 Neon側cle品宵zal:乱邸宅sisイエローハードウッド

::5，ヲ2.15 4時H
T
U
 

O. 67 205 Pimelode詑針。略 4拙:boinicu制ピメロデ、ンドロ:ノ

5 , 8 5.52 什O. 70 220 Vitex cofassus ムア刀

~ , 
0.0 O. 0 , 78 216 Bu:γckella 明αcγoþodaンブ/' ア

5.7 2.84 O. 79 206 Garcinia latissima 

Aglaia litoγalis 

ス

? , 

ジ

7 

ソ

イプ

カ

ア

十件

注〉 本1 様蕊 l土比三重の!況に配列した。
Note) 米1 Species are being arranged in the order of the specific gravity. 
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2.2 セメント護化障害

雨水純(1)

前報引において， 東ニューブリテンiik材 30 樹海のセメント硬化IC対する挙動を検討したがp 木報告ーで

は，西ニ L ープワテンtt材 11 樹種について， 前報と同様!C， セメント木粉ブロックの部分圧縮強さによ

りセメント硬化の阻害の程度そ調べた。

(日試験方法

試験方法はHíJ報とまったく同じである。セメントとァド粉を混合して作ったブロックの大きさは 20mm

X20mmX25 mm で混合割合は，セメント 180，水粉 (100~24 メッシュ) 10 Iと対し水 75 であった。部

分圧縮は，平らな円形断面(直径 9.80 mm，断面積 0.7543 cm勺のスチール棒で圧縮し，最大荷重を測

定し，最大荷重を断面積 0.7543 cm2 で除して部分圧縮強さを求めた。

(2) 試験結果

結果を Table 11 I乙示した。

セメント限必障害の程度の判定には，前報のp 硬化障害のみとめられないエゾマツの部分圧縮強さ 638

kg/cm2, 標準偏差 49 kg/cm2 と硬化障害のあるカラマツの値 469 kg/cm2, 主主準偏差 50 kg/cm2 をもと

に考察をおこなった。

その結果p 今回実験をお ζ なった 11 樹程すべてが，硬イじ陣容をおこす危険性をもつものと考えられる o

f持にいちじるしいものは，スポンジアス (202) ，スロアネア (203)，ピメロデンドロン (205)，ステJレク

リア (218) および‘ハードセノレチスであった。

Table 11. セメント@木粉ブロックの密度と部分圧縮強さ

D己nsity and partial compressive strength of cement齢woodpowder block 

tM t重

Sp巴cies

スポンジアス sþo悶dias dulcis 

スロアネア Sloanea insularis 

ピメロデンドロン Pi削elodendron amboinicu附

アグライア Aglaia litoralis 

ノf シフィックメイプJレ Amoora cucullata 

ダイゾックス Dysoxylum ar問。ldi抑制問

イエローハードウッド Neona釘clω maluensis

ランラン Burεkella macroJうoda

ホワイトシリス Ailanthus integrifolia 

ステルクリア Ste何ulia 1うarkinsoniz'

ハードセルチス Celtis luzonica 

セメント Cement

11) 木材利用部

202 l. 71 

203 1 固 78

205 巴 78

210 1. 

211 1.75 

212 1 嵯 73

215; l.79 

216 I 1.78 

217 1 1 刷 7S

218 1. 75 

219 1 1.77 

2.10 

354r~444 

334~ t， 55 

23�""'-' 4 1 5 

362r-.._'5 三0

!c? 3.~tA 1 

440~.566 

412r~544 

431ru552 

422.~540 

三 81 ハ~367
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3. パルプ

荻野健彦(1)

3. 1 繊維形態

繊維の形態的性質から樹放特性を明らかにすると共にp パjレアコの品賞検討の某i給資料を得るために械部;

長，繊維幅， )レーメンを測定し，膜壁j享を計算で求めた。

(1)試験方法

1) 測定試l'れよ 3.2 において調製3れたクラブトパノレブ。を乾燥することなく用いた。

2) 測定には万能投影機を用い，私Uf:Hミは 100 倍で訟1];さした。また繊維幅およびノレーメン似は 100 i~\"で

つ交写真号以影いそのじ[J国を投彩機で 10 倍で測定した。 測定した木主主は 1 めJ穏につき繊維長は 150 小"

i益計í:IIJã\およびjレー〆ン隔は 50 ぶであった。

:)) 膜壁厚は次:むとよって算出した。

!決壁Jij[ C 平均〉ニー

(2) 結果

測定と言i 禁:の結果はす旦ble 12 のとおりである。

Table 13 lま各樹認についての繊総長の反数分布とその合言i を示じている。

繊総長はイエローハ ドワッド (215) が最も長く，次いでステノレクリア (218)，夕、イゾックス (212)

であり p いずれも南洋材の平均を i二まわっている。 ~}jァグラィア (210) はやや短い方でその他は平均

的といえる。

平均繊維IF高は 2 1. 3~A8. 9/~ の範聞にあり， ピメロデンドロン (205) ， スポンジアス (202) は 40μ 以

_I，の脳会示した。

Tablc 12. 供試材織絵の形態的性質

Morphological propertics of wood 五bcrs

尚一 段

と円，peCl巴S

スポンジアス Spondias du/cis 

ス ロ アネア Sloaneα insularis 203 1.36 O. 81~2.00 羽 3 26'~53 I 

ピメ n デ、ンドロン

Piγnelodendγon 在mhoinicum 20511 鈴 O. 84- ,,2. I 48 , 9 ト62

プク ア イ ア Aglaia litoralis ヌ 10 '1. 1 S 88 へ1. 96 22. 1,\ � 6へ.29

ノ f シブイ，ノメイプjレ Amoora cucullala 111 1. 320，!Eiへ J ， 80 31. 1 22.~41 

タベソ訓てP クス Dysoxylum 三 1 1. 45 90へ.1. 99 29 , 8 22~.42 

イエロ 215 1. 63 1. 09へ 35 31. Ilヌ2~A5

ブ ン ブ ソ Buγckella mαcγo争。品位 216 I 1. 38 0, 89.-.. 1. lJ2 26. 1 18~32 

ホワイトシリス Ailanthus inlegrifolia 21i 1.28 O. 73~1.76 27. 9 2l ~33 

ステ Jレクリア Sterculia Iうarkinsonii 218 ト総 0.89~2晦 02 33. 1 22，~16 

ハードセ jレチス Celtis luzo附ca 219 1. 31 0, 76~ 1. 90 21.3 11~.31 

(1) 林産化学:市

ム 5

6.0 

1 

己

4 

6, 6 

6.S 

6.0 

4.9 

1. 6 
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0.65~0白 74

0.75へ，0.84

0胴 85~0.94

O. ヲ5へ'1. 01 

1. 05~L 14 

1. 15~ 1. 24 

1. 25~ 1. 34 

L 3 t>〆~~ ¥.  44 

1. 45~_， L 54 

1.55~し 64

1. .74 

1. 75へ"'1， 84 

¥. 85へぺ .94

1. 95~2. 04 

2.05ハノ九 1

2. 15~2. ヌ4

2.25~~2.34 

2. 35.~.2 号

全桧j種平均繊維長: 1.37 mm 

林業試験場研究報告第 299 号

Table 13時繊維長の度数分布

Frequ巴ncy distribution of f�er length 

The average of the whole : 1.37 mm 

j漢民厚はいずれも 5~6μ 付近lとあり 9 南洋材としては薄い方にj認している。

織総長の繊維I;J百 lと対する割合では，ハードセルチス

ドロンが最も太短いものとなっている。

3也 2 バルブ化

が最も;三であり， 最も帽の広いピメロデン

本項目ではクラブト注によるノ'\'Jlノプイb と得られたノぞノレプの t1 質について試験奇行った c

(1)試験方法

1) /-<;)レプイ七

S+S 6 減の Fig. 2 の[立{宣〈地 i二 r:'ií 1O~14 m) から採られたtiijj式丸太を， 樹心から周辺部までの全部分

を含めてギ司チン型チッパーでチップとしp 気乾 I~'こしたものを試料とした。蒸鮮は 4l 容ステンレス銅製

のオートクレ…プを用い，対時lÄü度調節23で制御された電気ヒ p タ*で加熱した。蒸解条件はp 最高温度

1700C芳け到達時間1. 5 111ft也同保持時却1. 5 時間とした。蒸解薬放の活性アノレカリ l土木材 l乙対し 16%，

化皮は活性アルカリ lと対し 259ム液比は 5:1 といずれも一定Jこした。ほとんどの樹程では絶乾で 500 g 

に相当する量のチップを{士込んだが3 スポンゾアス (202) およびステノレクリア

比重のため 400g 相当量に止めた。

のばあいには，低

蒸解終了後の粗ノマlレア。を水洗し，解織機で標2手法で処理し 8 カットのアラ、ソト@スクリーンで精選し

fこ。以後の試験には精選パルプを使用した。
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2) カノノ

バルブ 11 1 の政存ワグニンi支を溶解程J交の指擦としてバJいるため，パルプのカッパー仰を標準法で測定し

たのさらにカッパー frJlíに係以 O. 16 そ乗じてロトエ舶に;史認し3 次J}"(ω j;~11 験において肝要治指誌の

:'J¥ fと使用 L， fこ。

3) 漂白L;投と白色広三の測定

持lと P?E1主のデータのない 8 磁波については， C-E-D-E-D の 51支涼白ぷ般をおとな「た。

すなわち第 1 段土日ーエ(:ili 元主ら ~l !，_U した所要量の 12096 の 4tii系査でノfノレブ ì:1だ皮 4 タ6 ， ';:.宗ギ誌副1立J机i机1で 1 n 

i白;与J したO2第;容 2 段と気芹~: ，1 段 lは立 P パノレプ誌〈約l誌で 60.0 g iと相当ヂる盈) /こ対しそれぞれ 2.59ふ }.5% の7](

E変化ナトリウム τ ノ-{，レブ。浪1'1: 1) 96 , 700C で l I1 QI::J Jl1Jill ìノ 7h 第 3 没と 1;fS 6 fj2では 3 パノレプ註 lて対し!司 Gが

の;誌の二股 11 弘栄之浪こ G 包;， 700C れ(({iþで田辺!っし た c

ラ|ミ出自主3 ょっ、辺自ノぐ)l/:i'CD ハンター白色皮刈こは附g"fJ~，z:::;;l ND-K � (l:l本屯乞:lJ品業株式会社製〉を

{芝j百したハ 涼 I'J レノドの手 Iつにつ u 、では，九立法:とより H':(:!J;

ilUJJIJ主主してその前夜の白色皮から PC を立出した。

4) II[JfF(;i;; よび抄紙

fI [J 自!~は PFI ミ jレを ill い， TAPPI t;，:司よ T 24.8により p ンリーネスカヨ 220 ご 20 cm3 CSF になるまマfr

臼ノ-!;'}レプ，シ…トミヂ l050C!と 18 時

った η!qJ併しιベ1ノレプ会;ねい， TAPPI 枚ニ;さとに fえって妙紙した。

T乱ble 1<1. パルプ収率およひ末漂白クラフトノモノレプのt上

Pulp yie1d propむrti日S 01' unbleached sulphate pulps 

て Yield (96) 

203 I 45 ，凸 tracc 45 咽 6 39 勉 7 も .il 15. i 

tI 8 L人 O! IJ ~- . 9 G 21. 9 

11? ()唱 ~5 A7.� 9 16.3 

.; 。命 !)9 14 方 フ Y. () 。 1 

:) O. ヱヲ.9 4.8 20.S 

111. f、 . , 8 20. ~) 

パ1.ア 0.85 よλL 、. ( 、 :3 

い 17 I ，、、 F むのパ ぺ 7 角心 4. ci 20. I 

メ 1. :、 (入フ4 47. ! 4 6 ~ 
ι tH i，U ptl，r"~"i， n;:;un.lt 

;, ーー ゼノlノチス
ヌ 19 9 弓了〉 18 , υ 8 

Celtis 

珂oto)

パルプ化条件:活性アノレカり (Na20 として，対木材) 165tふ 11~化度(対活性アルカリ) 25%，法上ヒ 5 : 1 
7芯蒸4字侭搾スケジ
p三1凶Jlp戸ing c ο zれlditions : Acti v ε alkali ( 呂出s Na勾20， ο n wood b加asis) 165必6弘， Sl司11切凶idωit勾y (仏baおS8吋d on active 

alkali) 25%, Li吐uor to wood ratio 5 : 1 
Cooking schedule : Cooking temperature 170oC, Time to the temperature 1.5 hr, Time at the 

temperaturε 1.5 hr 
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5) 紙カ試験

紙力試験は JIS i乙従って，引張り強さ 3 破裂強さ，引裂き強さおよび|討折強さを測定し歩それらのデー

タから裂断良歩比破裂強さ p 比引裂強さを算出した。

(2) 試験結果

パルフ。収率および得られたパJレ 7'の性質は Table 14 のとおりである。

パルフ。収率は 41. 1~5 1. 196 の範囲にあった。 1氏本の比較的低い樹種はイエローハードウッド (215) ，

アグライア (210)，ランラン (21のであり p 収率の比較的高いものはハードセ Jレチス (219)，スポンジ

アス (202)，ピメロデンドロン (20ゆなどであった。

粕王手はいずれも低いβでおり 2 良好な織絵{じを示した。イエローハードウッドは収率の低い;%1];こカッパ

一価が比較的 1苛く好ましくない傾向を示した。未説自白色度についてはノマシブィックメイプル (211)，ラ

ンランF ス口アネア (203) は低い伎を示した。

漂白ノ'\')[/フ。の性質は Table 15 のとおりである。

白色度は 67 ， 9~80.5 の縄問にあった。 tli としては普通の水準といえるが事 邦産広葉樹材

lと比べて劣っている。中でもピメロデンドロンは白色皮が低くでしかも色戻りも大きく他より劣ってい

る。

未漂白および漂白パルプの 1111解および紙力試験の結果を Tabl日 16 に示す。

Tabl色 15. 漂白パルプの性質

Properti巴S of bleachcd sulphatc pulps 

品
川
副

ι
f
 円ー

r J京木番号 l
収率
Yicld (51の

白色皮
J3righness PC 伍*

Species 日正り耐ミ雨[示Ei l 附
止り iT 法日…...."....1 -，. .... 

. ~lea，c~~dlo. ?~寸ood U2haC21Ed|BleachtElluuzuuu 
pulp basisl basis 

203 92.5 42.2 15.1 日0.5 2.5 

205 96.8 46.1 21.9 67 ヲ [43
210 92.7 39.5 16.3 76.2 .-1. 9 

211 93 ( O 41. 3 13. 1 74.9 4.0 

212 93.2 40. ? 20.8 74.2 

215 90.0 37.0 20.2 77.3 
"fnu t.uレ t:rι3品語

フ ン
216 91. 5 3ヲ.0 14.3 78. ヲ

γnacγ的白血

ステ Jレクリア 218 94.7 45.2 22.4 79.3 Ste:γC日~lia b • ..1_:.. ~_A':: 

注〕 漂白順序: C-E-D-E-D 

ヱージング条件 105 0 C, 18日寺[日l
*PCj伍~(加熱後の fて;S →加熱前の KjS) xl00備
ととに KjS=(l-Rα)2/2 Rα 

K: シートの吸収係数， S: シートの分散係数， Rα: 白色皮

Notes) Sequence of bleaching : G-E-D-E-D 
Ageing condition : l05 0 C, 18 hr 
呼C number=(K/S after heating-K/S before heating)x100 
where KjS = (1 --Rα)2/2 Rαand K: the absorption coefficient of the sheet, S: the scattering 
coefficient of the sheet, RfX brightness 
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樹種lどより日[J解の難易がかなり認められた中でもどメロデントロン9 アグライーァP ダイゾッグス (212)

などは難日iJ解性を示した。紙力試験の結果は慨括的 lこは南洋材として平均的のものであるが，個別的に見

るとステノレクリア (218)，ノマシブィックメイプJレ，ダイゾックス，ハードセノレチスなどが比較的高い強度

を示し3 他方イエローハードウッドは強度が低かった。

漂白前後の強度の変伐については樹種により呉ってP アグライアは漂白後比引裂強さがやや高まり，ノf

シブイックメイプノレでは耐折強さが低下している。またp スロアネア2 ステノレク 1) アでは比百 i裂強さが上

昇し9 かつ耐折強さが低下している。

以上の結果，試験1と供した 11 個体の材の中で， 製紙用クラフトパルプ原木として特lこ問題となるもの

は見出きれなかった。

4. 

杉浦銀治(1) *'遠藤正男叩〉

林試式角形ブロックがまにより製炭試験を行な c " 1写られた木炭の品質とその利用適性を調査した。

( 1 )試験法

1) 11¥!!. iえ法

林試式角形プロ y クかまはp 軽量ブロソタ 9 セメント， 1仇砂利，耐火セメン t. ，欽筋，ょ管などを材

l:lJ 程*1

Species 

スポンジアス 51うondias dul龝 

ホワイトシワス Ailrmthus 押tegrifofia

スア/レクリ f 5terculia 1うarkinsonii

ゲイゾッタス ρ'ysoxylut持拡rnoldianum

スロアネア 5loanea insularis 

パシブィックメイプjレ Amoora c1�cullaia 

ハードセルチス CeUis luzonica 

イエローハードウ y ド Neonauclea maluensis 

ピメロデンドロン Pimelodendron amboini乙:um

ラソラ、:/ Buγckella 世I'lacγo督。da

アグライア Aglaia litoralis 

�:) *1 樹砲は比重のj原lζ 配ヂIjした。

(11 (2) 林産化学部

20:? 

17 

)18 

21 三

ヌロ3

J9 

〈ゴ

2()5 

~~16 

210 

Table 17. 木炭
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ハ. ;;~ 

0.1 呂

002.3 
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0.4 1, 

O.4� 

0 , ,38 
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0.44 
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のり〉1:20 仁 111 心、ずれ,;00 Cl1i X ~J沿 EíO Clll /: 
~\- 1 ー'

心ふヲこのまの大料と L てれられた ι
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n りの免付Lむふり5C111.>; Cnl ノ< 36 ' 49 crn ーレ
r一、1 本;のノ試験付は 11 世 FE ， 1 :4ドロコf1j 材て?
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10 20 50 60 70 80 90 100 110 
Ti me (hr) 

Fig.7 ;1キ試式王立 J~ブロック庁、の炭化純度

Te立îper旦tur邑 obtainεd during the c乱rboniza tion in 

th邑 rectangular block kiln. 

Fig. 7 は炭がま中央部における試験村の上部と下部および煙突口の炭化程度の経過であり予 この経過

から p 炭化が順調に進行していることを判定しうる。炭化時間は 881時間で 3 最終温度は炭がま中央郊の

i，え材上音f)で 6500C，その下部で 450'C，煙突口で ;3600C であったの

2) 木炭の品質

Table 17 1ζ木材試料の低比重 (0.34) のものから肖比重 (0. 75) のものへJíjPflと_ill~ベて，得られた*炭

試料の品質を比較した。

木材試料の比重が大きくなるにしたがって木炭試料の容積亙;と硬度が大きくなった。

また3 熱帯材 lとは木材の灰分量が%を越えるものがあるが，この試験においても木炭試料のけ」に灰分

量が 3%以上のものがかなり見られた。とくにランラン (216) ， ピメロデンドロン (205) の灰分が多か

った。

T�le 17 1亡示したようにp 0.6 以上のもので， とくに f エローハードウ

ッド (215)，アグライア (210) の木炭の硬度が高かった。

硬質木炭 (Hを表示したもの〉はその授皮と工業分析の結果からみて，家庭用 2 工業用に使用できると

考えられるっその他の軟質木炭 (S) は成}\'i木j誌の原料の一部として使用できると J~号、われる。

引用文献

1) 米利用樹澄研究班(林試) :パプアニューギニア材の加工的性質 努S 2 卒~， 林試研報， 292, 97~ 

160, (1977) 

2) 木材部，林産化学部:南洋材の性質および加工性の評価，林試研幸ふ 277， 87'~.130 ， (1975) 

3) 求利用樹種研究班〈体試) :ノfブ。アニューギニア材の加工的性質 ~'j; 4 報p 林試研報， 294含 (1977)

4) 木利用 1~jfill:研究斑〈林試〉:ノマフ。アニューギι ア材の加ー]今的性質 第 5 十林試fj)f報， 295 , (1977) 



パプアニ

Propertie邑 of Some New Gul.nea Woods Relating 

with Manufacturing Processes IX 

Plywood, particleboarムむementboard， pulp and charcoal 

from 80me West New Britain woods 

VVo1'king Group 00 Uti1izatioo of 立、ropical Woods(1) 

Summary 

-179 -

Scvc1'al processing tests concerni口g the m品工mfacturing of p乱n巴1 prodl1cts, pulp and ch乱ycoal

were carricc1 Ol1t on sample 10gs co!Iected at a lowland rain fo1'εst in vVest N ew Britain in 

1976. Thc sampic bolts of each species were takcn rcspectively Irom th巴 same log as listecl 

in thc repo:ct VI. 

J.除lanufacturiま19of vをneer and 

1. 1 Ve阻む母:r cutting 

Thc qualities of rotary cut vcn巴er of thi1'teen sp巴じたs from W C[;t New Brlta匤 were cxｭ

aminecl. For the voneer qualities , 1atb 巴 ιhock dcpth , roughness of vcneer surfacc anc1 deg1'eo 

of fuzzy surfaces wc1'c mcasurec1. ln addition to t11巴 venecr じutting ， 11a主c1ness 札口d YOUNG〆s

modulus, b巴nding strength in static benc1ing were measur己d 出 the related properties to veneer 

qualities. 

Pれlced現宮古

1) Vcneer cu¥ ting test 

After the logs we1'c round巴d up to the diameter of about 50~"60 cm 乱nc1 cross cut to the 

length of about 25 cm , thεbolts were installed \i\ぺth the small experiment乱1 venec1' lathe (maxｭ

imum knife length of 45 cm). The nominal vene己主 thickness was 1.02 mm ，乱立d the n08巴同baτ

openiロg was 1096 of horizoutal ope立ing. The depth ()f lathe checks was m悶sured at th巴巴nd

surface of vcneer aftcr magnification of twen1:y timcs, and th巳 roughness of cut surfιce ¥vas 

measurecl at the loose and th巴 tigh t sic1e of v巴noer with tho stylus method type .instrumcnt 

of Jτleasurement of surface roughness. Thc latho check clepth w乱s shown by the r旦1:io of latho 

ch巴ck dεpth to ve日目立 thicknes，"， a孔d the rough刀ess of vεneer surfacc was shown by thε 

roughlless of center line avcragc 

2) Hardness and bending t巴st

Th巴c1imensioll of spcじimむl1 ()f bcnc1ing test was 1:30 mm  (length) X 16 mm  (wiclth) X 71われ1

(thickness). The span d'lrection was perpenclicular to thc longitudinal くIirectÍOll of 明!OOc1乱nc1

t11巴 loac1 乱pplied on tangential or radial surfacc ()f sp巴じimcn. Eigbt to ten spccimens we了巴

prepared fo1' e札c11 tcst. 

Th巴 dimcnsion of specimen of harc1孔ess tcst was 4cmX4cmX4cm , and Hrinel1 h旦rdness

was measurをd 011 tangential allc1 radiaI surface. Fou1' to 劦ve specimens were prep乱rec1 for 

each species. 

Received October 22, 1977 
11) Wood Technology Division , Wアood Utllization Division and Forest Products Chemistry Division 
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Re呂現Us

The results of veneer cutting test 旦re shown' in Table 1 and th邑古巴sults of speci五c gravitァ，

hardness, b己nding Y OUNG'S modulus and bending strength for sp巴ci邑s test己d are snown in 

Table 2. The characterﾌstks of thirteen species for the veneer production were summarized 

as below. 

Spondias (202) , Ailanthus (217) : Although the lathe check depth and th邑 roughness of 

γ己n邑er surface showed low vaiues, the veneer produced tend巴ι1 to have aγ邑ry remarkable 

fuzzy surf乱ce. �'he fuzzy surface occurred remark呂bly at cutting of inner part of 1ogs. 

Pimelodendron (205) , p，μrartocarþus (213) : Th巴 values of lathe check depth and roughness 

of ven巴巴r surf旦ce were low, but the fuzzァ grain w乱s recognized on v色n巴er surface. The deｭ

gre巴 of fuzzy grain on v己neer of the abov邑 two species w丘s lower than that of S�ondias or 

Ailanthus. 

Sloα抑ea (203) , Neonau芯lea (215) , Burckella (216) , Celtis (219) : Th思 ratio of 1旦th日 check

depth to v巴neer thickness was morεthan 50 p紅白nt. In the cas日 of cutting of Neonauclea, 
Burckella and Celtis, the h呂ndling of veneer was difficult b邑C丘use of small curvature of γeneer 

curl. 

Garcinia Amoora (211) , Dysoxylum (212) , Sterculia (218) , Eucaかρtus (222) : The 1ath邑

ch色ck d己pth show記d a little high valu巴s. Th邑 ven配r of Garcinia, A附oora and ρyso勾IluI符

t在日ded to curl, but the surIac巴 of ven巴邑rw呂呂田rnooth，

1. 2 Veneer drying 

The suitability uf veneer drying of the sample woods was investigat巴ιThe major purｭ

pos邑 of this exp巴riment was to compare th巴 γeneer drying time of each species. 1n addítion, 
warping of veneer w拙 measured.

Procedure 

Logs w己re :r・ounded up to th巴 di呂meter of about 50~60 cm in advance with a commercia1 

veneer lathe 乱nd cross叩lt to th邑 length of about 35 cm. Th邑n， the bolts were p己eled with 

a small experimental ven記er lathe園 Veneer thickn巴ss w乱s about 1 mm. The t巴st sp巴cim巴ns

were obtained from the portion about 3~4 cm inside from the new log surf品開 after the preｭ

vious rounding. Th邑 size of sp巴cimens was 30X30 cm. 

The vene思r dryぽ used in this study was an 己主主perimentaI drying chamber with electric 

he乳 c邑r and automatic temperat江工己 control 邑quipment. すh記 drying cond咜ion w旦s as follows : 

dry-bulb temperatur巴白1400C， w巴t-bulb t邑mp君主ature" ー 園 580C， air velocity.". ・・ 1 固 6 mjsec. 

Each veneer was put on the iron-framed holder which was suspended by 且 tbin wire conｭ

nected to a precise load cell through the ceiling of the drying chamber. Thus, weight loss 
of the veneer was recorded electri印lly割

Shrinkage of th巴 veneer in width (tangential dir巴ction) was rneasur巴d in the middle and 

in th邑 oth巴r two portions 5 cm apart from thεveneer edg巴s ， Thickness was measured at the 

four corn色rs of th記 Y巴neer.

For comparison of warping, ext段 veneers dried by a comm巴rcial type veneer dryεr of 

horizonta.l air circulation with the temp巴ratur巴s of 130~140oC were offered. Veneers w巴re

dried while they were f巴d and c乳rricd betw己巴n th巴 two wir邑 n巴t conveyors. 

The warping of the dried veneers w乱S 巴valuated with our grading standard圃

Re昌也lts

(1) Drying tim巴

Both drying rate and drying t匇e of veneer w巴re calcu 1a ted from the drying cur刊S圃 Th邑
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む叉perim叫.ltal results 工e shown in な 8 induding specl劦c g工aγitv and initiaI moistur邑

じりntent. In 品ddition , s peむi五c gravlty and J.ミ recn water content はre shりW江 ìn Taちle 4 as th己

supplement of th日 p1'evÎOllS 1'op01'1:. 

The d1'ying time w呂S 0 btained as t11e tim巴 requir伐j_ to dry th記 veneer from green to 10;;;ぷ

]工lOisturεcontent n，gardlと88 of its thickness. Then , the drying d.m阜 W註8 conγe工ted to the OIl[; 

(A) ()f 1.0 mm  thick venoer.ゴ he dryin日 tìm己Irom 60タ6 to 10;:;ぢ rnoisture content was also 

cGnv己rted to t11己むほと (B) of 1 沿lXlm thick ven己記r. Dryl11g thne (A) t1id not relとttε !.o the single 

factor 8uch as speci五c g1'a vity 01' initial rHoisture content per cent, bnt it clos日ly r色!ated

to th記 '\V乱七己主 conteロ t P巴r unlt volum巳 So ， it s色色rned that thε ¥vater con巴nt ¥'la8 the impor吋

ぬほ factor for estimation of veneと drying tlmc. Obta匤ed reg1'essive equation is shown 

below including all r阜sults of previous rとport.

tu.) =0. 1'7十 10.56ßミニ0.915)

: drying time (A) 

予れ ;w乱ier cont むnt per lJuit volurnc (認にrn8)

1\180，ロg time (A) couldεx]Jlained wむ by the multiple regrεssiv巴とてJU乱tion reI乱ted

to the two f註ctors of molsture content 乱nd specific gr乱vity in 臼vcn四d1'Y Thε following 記王lU江町

tiOll was obtained including the l江 p1'evI0u8εpon.

t(!O 口一 2.49+ 0.0348 U，ど1-7.17rù (R~.().929) 

Ua. : ﾎnitial moÍstur己 contとnt 五 P記r cent 

: specific ln oven 頃drv

(2) Shrinkagc 

Results of sh1'ink亘ge of vξneer frOI11 g1'een to ov巴n-dry in width (t品ng巴ntial arc 

shown in T品日記 3 and r記lationー betwe己n shrinkagεand specil� g1'avity in oven..dry ar巴 shown

in Fig. 3. The ratio at/ro of E討calyþfus (222) λs ve1'y higJL But the ot11er species in this 

exp告どim忠打土 "vvas alnlost at the san1e lev邑1 as the previous results. 

(3) War勾ping

Eve玄 ven忠告l' was dried below 5ヌ nlüisture content，日nd the hcight of the pilε of 50 sheets 

of v記n巴記r \\.叶♂ a d伐lcl load (approx. 10 g/cm2) on th己 top of the pile 乱nd without d日ad 10ぉl

were measured. Obtai削減 result w司s shown ÌIJ てfable 5" 

Judging our g工ading standarc1, warping of Pimelodendron (205) , Parartocαrþus (213) , 

A.moora (211) and Neonauclea (215) w記r記 seve1'e ， and !3�ondias (202) 旦nd Celtis (219) 'were 

30m巴\vhat seγe1'e. Photo. 1 shows the pil位。f 50 sheets ()f dricd veneer. 

The characteristics ()f each spccies for veneer drying may be summarized as foHows : 

乱) Parartocanウus (213) : Init僘l Illolsture content v.raぉ γery high 乱nd it rcqui1'ed a vεry 

long time to bεdrled唱'(、hrう \v;::Lrplllg of vcnecr -very seγerc. '1、h ，s speC"ÌE唱 wilI be un句

suitable for pJywood manufacturing. 

的 Neonauclea (215) : Although intial moistu工己 cOIltent wぉ low , it r巴quired 乱 Y記ry long 

ti.me to be drl日d. And 十he warpi立g of γ日neer w日 vel'y severe_ 

c) 8loωzea (203) and SI的culiα(218) : Initial moistur日じむntcnt was somewhat high 札口d it 

requí1'百d 乳 fairly long tímεto be dricd. 

d) Spondias (202) , Pimelod宮内droiJ (205) , (211) and Ccltis (219) : Thesε species cUd 

not require 丘 long tim色 but the warping of ven色記r was somewhat severe. 

e) As for the other species, a口y particular unsuitability for venee1' drying not 町田

But 芯p忠仁iJi仁 attenLﾎOIl should b記 paid to the large shrinkagむ of Eucαly戸tus (222). 
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1. 3 Veneer gl湿ing

The glu巴 bond qualities of the plywoods made of rotary veneers were measured. 

Proced.ur母

The dimension of veneers used w乱s 1.0 mm  in thickness and about 30 cm squ丘町 ln are丘.

Th巴 adh巴sives used were phenolic r・esin ， melamine urea co-cond己ns昌tion resin and urea 

resin. The mixing and pressing conditions were ordinary on告白園 Glue spread was around :30 g! 

(30 cm)2 and 20 gf(30 cm)2 for double glue lin巴 The glu巴s werc coated on the core v巴n巴ers

by a rubb巴r-roll spr巴ader with doctor ro11 and thre巴-ply panels were m旦d色 as the test plyｭ

woods. The moisture contents of vene己rs li8巴d were from 8% to 11%. 

The bond strength was measured in accordance with bonding strength test methods in the 

Jap乱n巴S巴 AgTÏcultur昌1 Standard of plywood. The t巴st specim巴ns ， 80 mm  long and 25 mm  wide, 
もì\Tere cut from the glu巴d panels and kεrfed at intervals of 13 mm  to proγide a test ar巴a in 

th巴 cent巴r of the specimen. 

Thirty唱ix sp巴cimens were prepared from th巴 thr巴巴 test plywoods of each species. In this 

case, one h旦lf of total. specim日n wer己“ Clos巴 type" 乱nd the other half were “ Op巴n type" for 

the direction of lathe ch巴ck in core veneer. 

The cyclic bo江 test was adopt己d to the plywoods glued with the ph巴nolic resin 乱nd rnel“ 

amine-urea co-condensation resin. The test sp己cirnens were boiled in water for 4 hours and 

then dried at a temperature of 60士 30C for 20 hours. Furthermore, they 'W巴re boiled again in 

wat巴r for 4 hours and then cooled in water until its ternperature w巴nt down to room temｭ

P巴四tu白骨 After that, the bond str百19th of the wet test specimens werεm巴asured while they 

were wet under the tension loading with a shear t巴sting machine. 

The hot and cold soak test was 乱dopted to the plywoods glu色d with the urea resin. The 

test sp巴cimens were submerged i11 hol: water at a t巴mp白rature of 60土 30C for 3 hours and 

then cooled in w昌ter until its temperature went down to room temperat: ur己 After that, th巴

bonding strength of the test specim巴ns were measured by the same method as that on the 

phenolic r巴sin plywoods. 

Results 

The results of bond strength test ar巴 shown in Table 7 (glu巴 3pr巴ad : 20 g! (30 cm2) and 

Table 8 (glue spr巴ad: 30gf(30cm)2J. The relations between bond str己ngth and spedf� gravｭ

ity are shown in Figs 4~6 on each glue and glue spread respectively. 

The sp巴cies whic11 showed unsatisfactory glue bond quality arc as follows : Dysoxylu例 (212)

and Garcinia (206) in the case of gluing with p11cno�c rcsin , Celtis (219) and Garcinia (206) 
in the case of gluing with melamine-urea co-condensatioD resin, and Parartocarpu8 (213) , Celtis 

(219) and Dysoxylum (212) 絜 th巴 cas巴 of gluing with ur巴a r日8i11.

1n t11e plywoocls of Dysoxylum and Garcinωwoods glued vvith phenolic resin 品工，d that of 

Celtis and Garcinia woods glued with m己lamin凶urea resin, although thc bond strength values 

W巴re highe士 than the rninimum level value provided in The Japanese Agricultural Standard 

of Plywood , they w巴士e relativly lower as compared wﾌth those of th巴 other species having 

the sp巴cific gravity in their sam巴 leveL

In the cas己 of gluing with urea r母sin ， th巴 bond strε口gth of the plywoods madc of the 

three spccics above mention巴d showed 10v'l va1ues as a whol巴.
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2. Manufacturll1g of board日

2. 1 Particleboard 

1n this paper the suitabil咜y of th己 wood spcci巴s from ¥Vest New Britain as raw material 

for particleboard will be disじus日巴d. As the raw materials have quite a 九vide range of speci五c

gravities---from 0.:)7. --1.02 and several specics seem to bave some kinds of cxtractives, the in割

程uenじ巴 of the specif� gr乱vities and extractives on p社rticle generat�n and on the properties 

in the resultant bo乱rds is under investigation 

PrO!~edul'e 

1) r凶anufactu主e of p乱rticleboard 

Fift日cn spccies we士e cut by a clisc司type 丑aking machine and then further reduced by 

ham立lermilling陥 The siz巴S of tho r巴sultant particlos were 0.2 by 1-~5 by 20 mm  for surface 

�yer particles，品nd 0.5 by 5.~10 by 20 mm  for じore particles in a thrce-Iayεr boanl 

Th巴 moisLure content of thc 3Uτface particles after blending was 1896, ancl thaL of the 

core particlos was 10%. In thc caso 01 som日 species which caused a blow or punctur巴 during

hoL pressing, however, the moistur記 content of th巴 surf旦ce part�les was lowered to 15%. The 

adhcsive (urea r巴sin ， Holamine J • 452 , 4996 邑o!ids) content was 11浴 for surfacc particles and 

7% for core particles on the ovcn-dry basis. The hardcner, Catalyst-376, was used at a rate 

of 396 ()f tho liquid resin. 

Thc woighing ratio of surf乱ce to corc particles w乱s 1 : 2 in the dry state. The size ()f 

tbo pressed board was 15 by 350 by 850 mm. The t乱rget sp巴cifìc gravity of the board was 0.70叶

'1、hc tempcratu詑 of thc hot-prcss p1呂ten w出 1500C ， and tho pressing timc was 10 minutes. 

Th巴 pressure was applied on a si:ep-down system of 30 kgfcm2 for 3 minut♀s， th己n 15kg/cm2 

f()r 3 mÍnutes 乱nd finaIly 5 kg/cm2 for 4 minutes. '1、hre日 τεplications ()f th色 board were made 

foτeach sp巴仁1巴S ，

2) '1、esting proc巴duyc

In th巴 C呂SO of l1leasuring q1Jantity of the cold water extractivcs and thei下 acidity (pH) , 
:)0 g of th巴 cor巴 particles were immersed into 2l distilled water for 24 hours. 

AIl board specimens werc tcsted after conditioning for threc \vceks 乱t 200C and 65% rclaｭ

ti v己 humicllty. おending propertìes, internal bond, wood screw holcling stre日gth ， and thickness 

S'N日lling after 24-hours water il1ll1lcrsﾎon werc testecl by JIS A :3908-1977・ Six repJications were 

u沿ed for cach conditio孔

Re自祖Its

1) Species machin日 bility

The specific gr乱vities of the raw 孔.1aterials usec1 in this study wer巴 clistributed from 0.37 

to 1.02 as 5hown in Table 9, The in丑uell仁邑 of thc spccific gravity on the 111乱chinabili ty in 

prep品ring particles was not 50 evidcnt as those in the pr巴vious rcsultsl)3). In th巴 case of 

specim巴n h乱ving too high 旦 sp巴ciíic gravity as in lVfaranthes (214) , howevεr， the knife of the 

8h乱ving machin巴 was easily dull巴d in the process of preparing the particles. Besides 均ondias

(202) , showed fuzzO' grain which was pluckcd bO' cutting, v巴ry few speci己s blunted the shavｭ

ing knife within the specios used in this study 宮

In th巴 case of Celtis (219) and Pímelod問d1'011 (205) which coniainecl 1110re extractives in 

cold water immcrsion th乱n that of others, th巴巴xtractives stuck and burn巳d to the knif巴 and

knife di日C of the sh乱Vl孔只 machine.
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2) Relationship between acidity of spec�s and gluability of particle. 

The pH valu巴S of the cold water extractivεS of the species are listed in Tabl忠告白 Wood 

usu乱lly has a pH lower than 7, however, the Dysoxylum (212) and Parartocarj拘s (213) w邑re

above 7 in this study. Th巴se spec冾s ha pp巴ned to be contaminated by blue stain, however, 

the correlation b巴tween blue st乱in and alkalinity of cold 九;vater 巴xtr乱ctives was not recogniz居d

as reported in pr日vious pap邑rs1)3) ー

On the oth巴r hand, Dysoxylum had blow or p立ncture during hot pressing (Table 9)ωIt 

would seem that the cure of ur巴a resin adhesive was ínhibit巴d by the alkalinity of the sp日des.

Although Parartocarpus had no blow or puncture during hot pressing, it showed inferior g�ｭ

ability as can be se巴n in modulus of rupture , internal bond, and thickness 8welling in Table 10. 

SJうondias (202) having pH of 6.2 h旦d blow or puncture as in Alstonia (S. G. 0.31 , pH 6.2) of a 

previous paper. This is because of the fact that , as th色日日 sp日cies were too low d日nsity ， the 

qu呂ntity of particles in a certain volume of the particle mat incr巴出色d， and then th巴 quantity

of resin spread per unit 乱rea decreased , and a180 suf五eient steam was not vented from the 

particJe mat to prevent blowing during hot pressing. 

3. In丑uence of d邑nsity factors on prop邑rti巴s of partic1e board , 

In this study，乱s in a previous paper , the density factor (speci五c gravity of boardjspecific 

gravity of raw materia1) w旦s used for a b田is when comparing with th日 board properties. 

In the previous paper, parabolic curves were recognized between the d巴nsity factor and the 

board strength. '1'hi8 was bec乱U8巴 the gluability decreased when using the raw material 

which was too low density or more than 1.9 in the density factor , On th巴 contrary， thεspeci五c

gravity of Spondias which showed 0.37 was a minimum value 呂mong the sp巳cimen呂 田氏1 in 

this study, and the density factor was 1.86 , Besid己S， this sped印 had only blow or punctur巴

during hot pressing, the strength of the board incr巴ased with an increase of the density factor 

within a range of 0.68 to 1.79. 

The int巴rna1 bond strength is an index which directly show巴d the gluabi1ity of particle. 

The species which had re1atively 10w internal bond strength in spite of high density factor 

were Sterculia (218) , Parartocaゆus and Celtis (219) , except the sp日cies h旦ving blow during hot 

pressing. This seems to b芭 aff巴cted by the alka!inity and permeability of the raw materﾏaL 

Thickn己ss swelling in 24駒hours w乱ter immersion decreas巴d with 品 decrease of the density factor , 
exc巴pt th巴 peculiar species mentioned 丘bove，乱s Parartocarpus and Celtis. 

From th巴士巴sults of this study , as far as th己 mam日facturεof particleboard using urea 

resin adhesive are concerned , the following species should not b巴 used individually; Dysoxylum, 
Parartocarpus, Celtis and Mar肌thes.

2. 2 Inhibitory action of cement hard四ing

The present experiment w乱s und己主taken in order to det巴rmine the inhibitory 乱ction of 

C巴mεnt hardening caused by tropical woods from West N色w Britain. The experimental method 

was similar to the pr巴vious pap巴r4 ). Th邑 partial compressive strength of 81τ1a ll size hlocks 

pr日P旦red from cement and the wood powd巴r were measured. 

Procedure 

The ratio of cem巴日tωwoodpowd邑1日watεr mixture was 180 to 10 to 75 on a weight basis. 

The wood powder classified into the range between 24 mesh and 100 mesh was provided. The 

cem巴nt-woodpowder blocks wer巴 mould巴d � rectangular forms of 20 mm  by 20 mm  by 25 m問。

The partial compr巴ssive tests were carried out six days after block preparation. T、h巴 blocks

were compressed by flat end of steel cy1inder of 号。80mm 10 di日met.er (0.7543 cm2). 
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Re自ult

The resnlts are shown in Table 11. III th巳 previous paper. Ezomatsu (目的1 .iezo仰sis) tﾏlat 

has no inhibitory action , showed 638 kg/cm2 in tho partial comp工 essivc strength , and tho valmぅ

of Karamatsu (Larix le戸toleþis) that indicates the inhibitory action, w札日，lfìヲ kg!cm2 ， There白

fore , from a consideration of thc5e data, it se日ms most reasonable to conclude thai 乱 II speじ宇

in this experiment h註V邑 the inhibitory action of cement h乱rdening. Espccially , S戸ondias (202) , 

Sloane，α(203) ヲ Pimelode持dro幻 (205) ， Sterculia (218) and Celtis (219) showecl remarkable inhihi白

toryλCtlorL 

3. 

広 1 Morphological prop唱rties of 背ood fiber蕗

In order to inv記呂tigate re1a ti臼nship between morpholoζical prop己主ties of w心od �ers 

and physical propertﾌcs of pulp from the w仁 )d ， and to obtaî口 the fundamental clata fo1' m拾いg

a study of characteristics of pulps 1rom tho tropical hard woods 予 lenglh diametE‘ r a日d lumcn 

wiclth of the fibers wer巴 moasured. 品n c1 cell wal! thickncss w札s c乱lculated.

Procedur色

1) Elev日n 8ulphate pulps, 'Nhich had b日記n r況でparec1 from the woods (seε3也 2) ， wer記

as the sampl巴s wi令hout drying. 

2) One hundred and f�ty fib日r8 measun己d in lcngth (ロ1.agnifícatioロ 100) ， and fifty 

五bers wer記担問sured in diameteγand lumen width (m乱gni長C乱tio l1 1,000) , for 剖むh spむcies

using a pro五le pro jector. 

3) The average value ()fω11 wall thickness vvas じalculated frol1] th巴出'cragc va!ue 

五bぼ diameter司 and lumen width as fo!lows: 

cell wall thickness = (五bεr diame1er-lum(、n 'A7id th) 12 

Hを河口lts

Results obtむな記d 旦re shown in T呂ble 12 and Table 13. Neonauεlea (215) showとd th己 longest

五bcr (1.63 mm) and Sterculia (218) , 1.49 mm , and Dysoxylum (212) , 1.45 mm, were sεcond 呂nd

third to it in length , r色spectively. Th日se \ve士e above the 司verage 01 the entire, Li7 mm. 

l!glaia (210) had cornparatively short fibers of 1.18 m1l1. 

The mean 五b巴r di品meters ranged from 21.3 to 48.9 v , and Pi持zelodendro持 (205) and SjJOndias 

(202) showed largc 五ber di乱llleters over 40 Iム

In mosl ca日es ， cell w乱II thickn巳ss '¥vas approxiη1atc]-y f),- ---G [1.1 helonだing [.0 the ，Q;roup 白f

smaller thickn巴S3.

3.2 Pulping 

Sulphate pulping tcsts were madc and the properties theγesuitant pulps werc investi 山

gated to discnss the suit乱bility of the e1even sp巴cies tropic乱 1 woods 孔店主aw materﾌal for paper~ 

making pulp. 

I'rlJむed日re

1) Sulphate pulping 

A guillotine type chipper was us日d �()r making chips. 

The chips were cooked in a 4-litre 5t旦in!ess ste己1 乳utoc1ave equipped with an ekc十 γicalh〒

controlled he呂ter. Pulping conditions are shown in Table 14. 

The cooked chips were washed, disintegrated , and screencd on an ふcut screcn plate. 

Yield dεtermination ，; and !'ubsequent evaluations were macle 口 n the scr昨日町J pulp日調
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3) Kappa number determin乱tion

Kappa numb巴r of the pulp呂、NaR d巴tεrmined to estimate th号 residual lignin content of the 

unbleached pulps. Fu士thermore ， Roe number was calculated by multiply匤g th邑 Kapp丘 numb色E

the factor , 0.16. 

3) Bleach匤g and brightness measurement 

Th巴 pulps from the eight sp色cies wer色 subj町民d to bleaching examinat卲ns in a five-stage 

sequence, C--E-D-E-D. Th巴 brightness of the pulps was m己邑sured using a colour and colourｭ

differenee meter type ND--K 5 (Nihon Denshoku Kogyo Co・， Ltd ,). 

Trials wεre also made to calculat色 PC numbers which 恒例でsent the effect of h開ting at 

105�C for 18 hrs on co!our reveτsion of the bleached pulps. 

4) Beating 

Beating operations w巴re done by means of 丘 PFI mill according to T APPI St乱ndard T 248. 

The frε思n巴S8 of thc b巴aten pulps was 220::1:::20 cm3 CSF , 

5) Evaluation of pulps 

Handsheet makinεand testing wcre carried out according to the method describ吋 as JIS. 

Results 

Pulp yields as well as the properties of th君 unbleached sulphate pじlps are shown in Table 

14. 

Tota! pulp yie!d ranged from 41.196 (Neonauclea) to 51.196 (Celtis (219)). 

Celtis, S�ondias and Pimelodendron wcγe sup巴rior ， and Neonauclea , Aglaia and Burckella (216) 

were inferior to thむ others in pulp yicld. 

1、h巴 data on pulp yields and K叩pa numbers indicate th乱t a11 th巴 woods t己sted could easily 

be pulped. Neonauclea showed a Kappa numbcr too high for its rather low pulp yield. 

1'he brightness of the unbleached pL1lps from Amoora (211) , Sloanea (203) 丘nd Burckella 

was re�tively low. 

The prop巴rties of th巴 bleached sulphate pvlps are given in Tabl己 15.

The brightness of the bla正 hed pulps ranged from 67.9 to 80.5 (Sloanea) , 
pointing out that these pulps have 1田s bleacha bili ty than th旦t of pulps from Japanes巴 woods.

Among them , th色 pulp from Pìmelode抑dron w乱s inferﾏor to the other8 for its lowcst brightness 

and comparatively high PC nU1孔ber

1'he results from th色 beating tεsts and evaluation of unbleached and ble乱ched pulps 旦re

shown in Table 16. 

Thεpulps from Pimelod，仰dron ， Aglaia and Dysoxylum requirεd somewhat longer bεating 

time than the others" 

Th巴 pulps from Sterculia , Amoora, Dyso:xylu'm and Celtis showed comperatively high strength , 
wher巳as that from Neo川町clea g乱ve low str巴ngth.

The tear facto工。 of Aglaia pulp raised, wh�1e the folding endurance of Amoora pulp lowered 

after bleaching. On the other hand , the pulps fτom Sloanea and Stercul僘 increas巴d in their 

tear factors , accompanied by a decrease in their folding endurance after bleaching. 

It may b己反1Vεn as a concJusion that aIl th色 wood samples investigated are suitable for 

productioロ of sulphate pulp for paperm旦king.

4. Manufaduring 01 むharcoal

1'0 discuss thc suitability of tropic旦1 hardwood 郎防w materials for charcoal, the pro“ 

pertics ()f charcoals made in rectangular block kiln were 巴stig乱ted.



パアJγ ニょ戸ドニγ 十1())ノ!jlLliJéJ rl民 (:;cn 9 -，rlD 太平]川船税制 18'1

Prucedun' 

1) The rectangular hloじ kiln

1、he materials ofιon詰truction w巴re .l.ight cernent blocks，づ sand j gra vcl~ 仁astablc

refractory 巴m己nt， steel reinforcln芯日札口c! ceramìじ pip己S.

The 5ize oi tll記 kiln was 150 ClIム wic!e and 300 cm long aはく1120 む1 high (inside dilnensions) 向

lt 乱s built on a poured concrcte 乱oür ()f alJout 20 cm thick. The kiln had three walls mad位

。f a single-layered Iight cement block ()f 15 crn thick 乱nd l匤ed with 司ぉtablc rcfraciory 

cemcl1t of 1 cm thick. 

1、巴5t specimens were lllndividual，ミ 11 species と呂jzεof sp日じi l11ensι日1 訂正J

in cross section and about 40 cm long. 1'hes伝 8p色仁inlens -¥vete -vertically じharged ioge工her 凸n

grid 0:[ round ¥voods about 10 cnl thl仁k on thc floor 匤 th口氏 ntrλ; llèlτt of t:h2 kilu ‘ In the 

:rem_ainìηg spaιe ， }ap乱Iユ己 rouI二d lmr白dVv'üod t::î "¥vere vεrticaUy chal.ge(L 'J 、he of 淀川乱l.n

¥.yoods Viaら about 2,5 !ons in 

3〉 Cil乱rcoaI analysis 

Volu口1巴tric graすity 乱3) 孔S 記iven ♂ 11乱 v{)lurn日 of 泊:‘ むとわ

りf charcoa! snapping surf日 ce in じれ}日 section \\1辻s detむrmined by Mw){/¥ charcoaI 

tester (l to 20 in degree). Hard charcoals (H) ahov記 1 degree ]11 hardnesst soit 

charco旦Is (3) 沿いw 1 degrec. Charcoal y�e1d given w咜h 96 ol刕inaI wooc]ねir圃tÌry) , 

and chaγcoa1 shrink暗記 Wはs given vv咜h 96 of 1巴ngth ()f o.ri広iI1al 羽アO()(:~ (ah"~dr列島

巴gree of char正 oaI vvas indicated bv th巴 cxponenL of th日む:とじtric resisじ凶仁巳

determined in charcoal surfacι 

Moistur日， ash~ volat�e Il1attcr, llx巳d 汀 in clmr山)a] 告別抗lSU了1.0

t110 lHct〆hods of J13 .M 8812 (196:,). 

R開ults

1) Tompcraiurcs durinp: つ nizaはり汀

Carboniz乱tiりn tomperatur己s in the 仁CJJ of Ürと aml lhe uut J と t of SlUOﾌ¥J!.-are 

given in Fig. 7. 11: can be recogn�ed frorn th�8 iと gur日工hat carbo日iza tÍon ()f d民、刊1ι

ìNood ぇ the successfully proceecling. 三、he tirγlC oﾍ c日rbouization neeckd abouL 88 

hr，呂nd thれ fina1 temp2raいは~es 呂fε6500C at t ロ 2 upper p乱1・t 託nd 4500C the lowcr p誌rt ()f th己

sp巴cimens In thc kiln, and 360むじ品工 th日 outlet smokc. stack. 

2) Prop巴rtíes ()f charc・oal

The properties of the chacoai 巳re arτ 山J in thc ()rdcr of g,ravitie:ô uf 01'旬、 .illal

vioods 孔s shown 1n Table 17. The higher sp巴dflc gravity OT original woo<1 the greal 日γ

vo1umetric gravity ancl hardness ()f charじoa1 ¥vere. l\IIany ・opicaJ vi700ds have the ash 仁on.. 

tent of above 1%，日düle lllany ch(ミ rcoal spec�ens in iﾌ1is stucly showcd lllore than 396 加h

content島

The ch辻γC口als ()[ Burckellα(216) and 析記re bigher inλsh cont忠 th立n

lhaL of oth巴工s.

1'110 charcoals のf (:211)) and A.glα(210) higher bardnes,; tﾌlan thal 

of otﾌ1ers. 

Hard charcoals (H) wou� be suitable t� b巴じsed fcrr Lﾌ01IlOStic or índu己tri司 pl;_rpose;.)~ and 

80ft c11託rcoals (S) 1nay be uscd rav\,J :~naterìal of cha玄 bríquelt出




